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基金等

しずおか自主夜間教室では、不登校、ひきこ
もり、高齢者の方々、静岡に住む外国人の人
たちに、学習支援、進路指導、生活支援、日本
語指導を行っています。月二回の教室や遠足
などの校外活動を実施したり、生活サポート
など、年間延べ 1000 人を超える人たちを支
援しています。勉強だけでなく、人との交流
などを通じて、安心して過ごせる居場所づく
りを心がけています。

子どもを取り巻く環境の変化に対応すべく、
孤食、欠食などを補うとともに、多世代の交流
の場としてつながりを創成するため、現在、9
小学校区で展開している子ども・地域食堂に
対し助成しています。
回数を重ねるごとに参加人数も増え、子ども
も大人もたくさんの笑顔が見られるようにな
りました。一人でも多くの人が「みんなでわい
わいガヤガヤした中で、いろんな世代の人た
ちと集える食堂は楽しい」と思ってもらえるよ
うに、今後も充実した子ども・地域食堂を目
指していきます。

様々な事情を抱えた高校生・若者たちが、負
の連鎖や生活困窮、孤立などから、自分らしく
幸せな人生を送れるよう、週 3回、夕食を共
につくり、食べ、食後の団欒の時間を積み重ね
ています。家庭の温かさを知らずに成長した
彼らが、互いに相談し合う関係性や、自分では
解決できない時は大人に SOS を発する信頼
関係を構築しつつあります。若者たちが、自
分の生きる道を見つけ、歩むことを多方面か
らサポートしていきます。

TENOHASI では、ホームレス状態の人を含
む生活困窮者の支援活動として、毎月の炊き
出しや衣類配布、年末年始は越年越冬のため
の炊き出しを行っています。
また家を失った人のためにアパート・マンショ
ンを借り上げてシェルターを運営しています。
困窮して孤立孤独に悩む人へ「衣食住」はもち
ろんのこと、「自分を支援してくれる人たちが
いる」と思えて心が少しでも癒やされる場の
提供にも取り組んでいます。

フードバンクしばたでは、産後うつの女性の
ための産前産後ケアの場「ゆりかご」を開設し
ました。
ベテランの看護師、助産師が産後の悩みに対
応するほか、睡眠、入浴や、ほかの母親との交
流の場を設けています。その間乳児はスタッ
フが子守りをしており、安心して過ごせる居
場所となっています。
産前産後ケアは対象が満 1歳までと定めがあ
るため、その後は休憩室・相談室「こころ」利
用者に寄り添った活動を続けています。

ブエンカミーノでは、誰でも利用できるコ
ミュニティカフェ「岡崎キッチン」を中心に、
0歳から 100 歳までが一つの空間に集うこ
とができ、暮らしや就労に関する困りごとを
相談できる地域の居場所を運営しています。
また岡崎キッチンでは、法制度のすき間で、働
きたいけど働けないでいる就労困難者に対
し、体調や困りごとと向き合いながらゆるや
かに働いてもらえる「ワークシェアプログラ
ム」を提供しています。
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生活に困窮する人々を支える活動 孤立を防ぐための居場所づくりの活動

誰をも受け入れ、誰もが参加できる地域づくり 生きづらさを抱える子ども・若者とその家族の支援子どもの育ちを地域で支える活動

妊産婦への支援活動


